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         決    定    書  

 

 

  主   文 

請 求 人 の 請 求 を 棄 却 す る 。 

 

 

第 １  請 求 の 要 旨 

請 求 人 の 愛 媛 県 職 員 措 置 請 求 書 の 内 容 及 び 意 見 陳 述 の 内

容 を 総 合 す る と 、 請 求 の 要 旨 は 、 次 の と お り で あ る 。 

 

１  知 事 は 、 愛 媛 県 松 山 地 方 局 長 ( 以 下 「 松 山 地 方 局 長 」

と い う 。 ) が 平 成 19 年 12 月 21 日 に 社 団 法 人 愛 媛 県 公 共 嘱

託 登 記 土 地 家 屋 調 査 士 協 会 ( 以 下 「 県 公 嘱 協 会 」 と い

う 。 ) に 支 出 し た 来 街 改 第 ５ 号 測 の 10  来 住 余 戸 線 地 方

道 路 交 付 金 工 事 に 係 る 登 記 業 務 委 託 料 473,136 円 の う ち 、

164,105 円 に つ い て は 不 当 な 支 出 で あ る か ら 、 愛 媛 県 に 返

還 す る 措 置 を 講 じ る よ う 請 求 す る 。 

 

２  松 山 地 方 局 長 は 、 平 成 19 年 ９ 月 10 日 付 け で 県 公 嘱 協 会

に 来 住 余 戸 線 地 方 道 路 交 付 金 工 事 と し て 、 来 街 改 第 ５ 号

測 の 10 登 記 委 託 業 務 （ 以 下 「 本 件 業 務 」 と い う 。 ） を 、

委 託 料 938,386 円 で 委 託 し 、 平 成 19 年 11 月 29 日 付 け で 委 託

料 を 473,136 円 に 変 更 し て 、 土 地 家 屋 調 査 士 甲 （ 以 下 「 本

件 代 理 人 」 と い う 。 ） が 復 代 理 人 に な り 実 施 、 平 成 19 年

11 月 30 日 付 け で 業 務 完 了 届 出 書 の 提 出 を 受 け 、 同 日 付 け

で 業 務 確 認 調 書 を 作 成 し 、 平 成 19 年 12 月 21 日 に 県 公 嘱 協

会 理 事 長 に 委 託 料 473,136 円 を 支 払 っ て い る 。 
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３  平 成 19 年 11 月 30 日 付 け で 県 公 嘱 協 会 理 事 長 が 、 松 山 地

方 局 長 に 提 出 し て い る 業 務 完 了 届 出 書 で 、 本 件 代 理 人 が

作 成 し た 報 告 書 に よ れ ば 、 平 成 19 年 10 月 17 日 と 18 日 に 行

わ れ た Ａ 番 と Ｂ 番 の 境 界 確 認 に お い て 、 起 業 地 で あ る Ａ

番 の 所 有 者 乙 、 Ｂ 番 の 所 有 者 丙 と 、 隣 接 地 Ｃ 番 及 び Ｄ 番

の 登 記 名 義 人 丁 の 父 で あ る 戊 が 、 境 界 確 認 の 資 料 と す る

た め 、 現 状 を 測 量 す る こ と に つ い て 承 諾 し た と か 、 各 人

が 所 有 地 の 筆 界 を 確 認 し た と か 記 載 し た り 、 Ｄ 番 の 山 林

が Ａ 番 の 雑 種 地 内 に 、 Ｃ 番 の 原 野 が Ｂ 番 の 田 の 中 に 存 在

す る 図 面 を 作 成 し た り し て い る が 、 戊 は も と よ り 、 乙 も

丙 も 境 界 立 会 は し た が 、 堤 状 の 土 地 が 松 山 市 有 地 で あ る

と は 認 め て お ら ず 、 筆 界 確 認 も し て な く 、 ま し て や 戊 の

所 有 地 が 自 己 の 所 有 地 内 に 存 在 す る こ と は 認 め て は い な

い 。 

ま た 、 松 山 市 長 が 、 知 事 の 申 請 代 理 人 の 本 件 代 理 人 か

ら 補 正 書 類 が 提 出 さ れ て い な い た め 、 松 山 市 管 財 課 員 も

松 山 地 方 局 用 地 課 員 も 境 界 確 認 を 証 す る 文 書 を 作 成 し て

い な い ま ま に 、 境 界 確 認 申 請 書 が 返 戻 さ れ て い る か ら 、

境 界 確 認 は 行 っ た が 成 果 は な か っ た こ と に な る 。 

以 上 の 事 実 か ら 、 業 務 完 了 届 出 書 に 添 付 さ れ て い る 報

告 書 と 図 面 は 事 実 に 反 す る 虚 偽 文 書 で あ る 。 

 

４  さ ら に 、 業 務 完 了 届 出 書 に 本 件 代 理 人 が 添 付 し 提 出 し

て い る 地 図 に 準 ず る 図 面 に 、 新 設 地 番 の Ｅ 番 が 付 さ れ て

い る 土 地 で 、 国 が 一 部 を 買 収 し た 残 地 の Ｆ 番 の 土 地 に 道

と 記 載 さ れ て い た の で 、 納 得 が い か ぬ 戊 が 松 山 地 方 法 務

局 を 訪 問 し 、 改 め て 地 図 に 準 ず る 図 面 の 交 付 を 受 け た と

こ ろ 、 道 と 記 載 さ れ て な か っ た 。 

本 件 代 理 人 は 、 松 山 地 方 法 務 局 が 交 付 の 公 図 （ 地 図 に
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準 ず る 図 面 ） さ え 改 ざ ん し 、 虚 偽 文 書 を 作 成 し て い る の

で あ る 。 

 

５  こ の よ う な 者 が 作 成 し た 報 告 書 と 図 面 は 、 次 の と お り

不 備 な の に 、 こ れ ら を 添 付 し た 業 務 完 了 届 出 書 を 適 正 と

認 め て 業 務 確 認 調 書 を 作 成 し 、 松 山 地 方 局 長 が 委 託 料

473,136 円 を 支 出 し て い る の は 、 極 め て 不 当 で あ る 。 

(1)  「 資 料 調 査 の 地 図 類 の 17 件 」 は 、 「 登 記 業 務 を(社)愛

媛 県 公 共 嘱 託 登 記 土 地 家 屋 調 査 士 協 会 に 委 託 す る 場 合

の 報 酬 額 に 関 す る 運 用 基 準 」 （ 以 下 「 運 用 基 準 」 と い

う 。 ） に よ れ ば 、 成 果 品 に 添 付 さ れ た 地 図 類 に 、 適 用

し た 筆 の 地 番 に 印 を 付 さ れ た も の に よ り 検 証 す る こ と

に な っ て お り 、 地 図 類 は 法 務 局 備 え 付 け の 図 面 、 旧 公

図 等 と な っ て い る が 、 成 果 品 に 添 付 さ れ て い る 地 図 に

準 ず る 図 面 は 、 法 務 局 備 え 付 け の 図 面 で は な い う え 、

適 用 し た 筆 の 地 番 に 印 が 付 さ れ て な い か ら 、 積 算 対 象

の 17 筆 全 筆 の 検 証 が で き な い の で 、 委 託 料 12,070 円 は

全 額 が 不 当 な 支 出 で あ る 。 

(2)  「 資 料 調 査 の 疎 明 書 面 の ３ 件 」 は 、 運 用 基 準 に よ れ

ば 、 境 界 立 会 し た 土 地 所 有 者 ３ 名 の 権 利 に 関 す る 承 諾

書 等 の Ａ か ら Ｅ で 、 成 果 品 に 添 付 さ れ て い る 収 集 書 面

（ 写 ） に よ り 検 証 す る こ と に な っ て い る が 、 ３ 名 か ら

収 集 し た 権 利 に 関 す る 承 諾 書 等 の Ａ か ら Ｅ の 収 集 書 面

は 添 付 さ れ て な く 、 貸 与 図 書 受 領 書 も 添 付 さ れ て な い

の で 、 積 算 額9,900円 は 全 額 が 不 当 な 支 出 で あ る 。 

(3)  「 現 地 調 査 の 事 前 調 査 の １ 件 」 は 、 運 用 基 準 に よ れ

ば 、 土 地 の 物 理 的 状 況 及 び 利 用 状 況 、 地 形 、 基 準 点 の

調 査 や 境 界 紛 争 の 有 無 等 を 境 界 立 会 に 先 立 ち 調 査 す る

も の で 、 起 業 地 10 筆 当 た り を １ 件 と し て 計 上 し 、 検 証

は 成 果 品 に 添 付 さ れ た 事 前 調 査 報 告 書 に よ る こ と に
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な っ て い る が 、 こ の 事 前 調 査 を 検 証 す る 事 前 調 査 報 告

書 が 成 果 品 に 添 付 さ れ て い な い か ら 、 積 算 額 26,410 円

は 全 額 が 不 当 な 支 出 で あ る 。 

(4)  「 現 地 調 査 の 立 会 の 民 有 地 境 界 立 会 の ４ 点 」 は 、 運

用 基 準 に よ れ ば 、 境 界 立 会 で 相 隣 者 間 の 合 意 が 得 ら れ

た 場 合 に 成 果 品 に 添 付 さ れ た 立 会 者 の 署 名 の 確 認 書 に

よ り 検 証 す る こ と に な っ て い る が 、 民 有 地 境 界 立 会 者

３ 名 は 署 名 し て な く 、 成 果 品 に 確 認 書 が 添 付 さ れ て い

な い か ら 、 積 算 額 20,706 円 は 全 額 が 不 当 な 支 出 で あ

る 。 

(5)  「 測 量 業 務 の 面 積 測 量 の4,000㎡ 以 下 」 は 、 成 果 品 に

添 付 さ れ た 求 積 図 で あ る が 、 民 有 地 境 界 立 会 者 ３ 名 は

境 界 確 認 の 署 名 を し て な く 、 確 認 書 も 成 果 品 に 添 付 さ

れ て な く 、 戊 は も ち ろ ん の こ と 、 乙 も 丙 も こ の よ う な

図 面 の 存 在 自 体 を 認 め な い と し て い る 。 

「 測 量 業 務 の 面 積 測 量 」 は 、 運 用 基 準 に よ れ ば 、 成

果 品 に 添 付 さ れ た 求 積 図 に よ り 検 証 す る こ と に な っ て

お り 、 民 有 地 所 有 者 ３ 名 の 境 界 確 認 を 得 な い で 本 件 代

理 人 が 作 成 し た 検 討 丈 量 図 は 、 求 積 図 で は な く 概 測 図

で あ る か ら 、 単 価 は ２ 分 の １ で あ り 、 積 算 額 の う ち 、

77,265 円 は 不 当 な 支 出 で あ る 。 

(6)  「 そ の 他 の 丈 量 図 （ 帯 図 ） の 作 成 」 は 、 起 業 地 隣 接

地 と の 境 界 未 定 の た め 仮 丈 量 図 と 記 載 さ れ て い る の に

積 算 額 19,880 円 を 満 額 支 払 っ て い る の は 不 当 で あ る 。 

検 証 の 方 法 に つ い て の 定 め は な い が 、 測 量 業 務 の 面

積 測 量 の 概 測 図 に 相 当 す る の で 、 単 価 の ２ 分 の １ の

9,940円 は 不 当 な 支 出 で あ る 。 

 

６  よ っ て 、 松 山 地 方 局 長 が 県 公 嘱 協 会 理 事 長 に 支 出 し た

登 記 業 務 委 託 料 473,136 円 の う ち 、 資 料 調 査 の 地 図 類 で の
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不 当 な 支 出 額 12,070 円 、 疎 明 書 面 の9,900円 、 事 前 調 査 の

26,410 円 、 民 有 地 境 界 立 会 の 20,706 円 、 測 量 業 務 の 面 積

測 量 の 77,265 円 、 そ の 他 の 丈 量 図 （ 帯 図 ） 作 成 の9,940円

の 計 156,291 円 に 消 費 税 ５ ％ 相 当 額7,814円 を 加 え た 164,105

円 は 、 不 当 な 支 出 で あ る か ら 、 知 事 が 、 愛 媛 県 に 返 還 す

る 措 置 を 講 じ る よ う 請 求 す る 。 

 

 

第 ２  監 査 の 実 施 

本 件 請 求 は 、 平 成 20 年 11 月 ４ 日 に 受 付 し 、 要 件 審 査 の 結

果 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 。 以 下 「 法 」 と い

う 。 ） 第 242 条 の 規 定 に 定 め る 要 件 を 具 備 し て い る と 認

め 、 同 月 13 日 こ れ を 受 理 し 、 次 の と お り 監 査 を 実 施 し た 。 

 

１  証 拠 の 提 出 及 び 陳 述 

請 求 人 に 対 し て 、 法 第 242 条 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 平

成 20 年 11 月 26 日 に 証 拠 の 提 出 及 び 陳 述 の 機 会 を 与 え た 。 

 

２  監 査 実 施 日 

平 成 20 年 11 月 27 日 予 備 監 査 、 同 年 12 月 ５ 日 委 員 監 査 を

実 施 す る と と も に 、 必 要 に 応 じ 関 係 職 員 か ら 説 明 を 聴 取

し 、 関 係 資 料 、 証 拠 書 類 等 の 確 認 を 行 っ た 。 

 

３  監 査 対 象 機 関 

愛 媛 県 中 予 地 方 局 建 設 部 （ 平 成 20 年 ４ 月 １ 日 の 組 織 改

正 以 前 は 、 愛 媛 県 松 山 地 方 局 建 設 部 。 以 下 「 中 予 局 建 設

部 」 と い う 。 ） 及 び 愛 媛 県 土 木 部 管 理 局 用 地 課 （ 以 下

「 土 木 部 用 地 課 」 と い う 。 ） を 対 象 に 監 査 し た 。 
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第 ３  監 査 の 結 果 

 

１  事 実 

中 予 局 建 設 部 及 び 土 木 部 用 地 課 を 監 査 し た 結 果 、 次 の

事 実 が 認 め ら れ た 。 

 

(1)  登 記 事 務 委 託 契 約 の あ ら ま し 

愛 媛 県 が 県 公 嘱 協 会 に 登 記 業 務 を 委 託 す る 場 合 に

は 、 平 成 ４ 年 ３ 月 12 日 付 け 用 第 288 号 土 木 部 長 通 知 に

よ り 、 各 地 方 局 長 と 県 公 嘱 協 会 理 事 長 が 単 価 契 約 を 締

結 す る こ と と さ れ て お り 、 本 件 に 関 し て は 、 松 山 地 方

局 長 と 県 公 嘱 協 会 理 事 長 が 同 年 ３ 月 25 日 に 単 価 契 約 を

締 結 し た 登 記 事 務 委 託 契 約 書 （ 平 成 19 年 11 月 １ 日 最 終

変 更 契 約 ） に 基 づ き 実 施 さ れ て い る 。 

ア  登 記 業 務 委 託 料 の 積 算 方 法 

登 記 業 務 委 託 料 は 、 各 地 方 局 長 と 県 公 嘱 協 会 理 事

長 が 締 結 し た 登 記 事 務 委 託 契 約 書 で 定 め ら れ た 単 価

に 基 づ き 、 運 用 基 準 に 従 っ て 積 算 す る こ と と さ れ て

い る 。 

な お 、 当 該 基 準 は 、 内 容 に つ い て 一 部 不 明 確 な 点

が あ っ た こ と か ら 、 平 成 16 年 ３ 月 31 日 に 全 面 改 正 を

行 い 、 項 目 ご と に [ 適 用 ] 、 [ 計 上 ] 、 [ 検 証 ] に

区 分 の 上 、 [ 検 証 ] に お い て 、 必 要 と な る 成 果 品 及

び 業 務 の 検 証 方 法 を 明 示 し た ほ か 、 平 成 19 年 ３ 月 ９

日 に も 所 要 の 改 正 を 行 っ て い る 。 

 

イ  一 般 的 な 登 記 業 務 委 託 の 手 順 

一 般 的 な 登 記 業 務 委 託 の 手 順 は 、 お お む ね 次 の と

お り で あ る 。 

① 地 方 局 が 委 託 業 務 の 概 要 を 「 登 記 業 務 内 容 見 積 依
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頼 書 」 に よ り 通 知 し 、 業 務 内 容 の 見 積 り を 依 頼 

② 県 公 嘱 協 会 が 「 登 記 業 務 内 容 見 積 書 」 を 提 出 

③ 地 方 局 が 「 登 記 業 務 発 注 書 」 に よ り 業 務 を 発 注 

④ 県 公 嘱 協 会 が 「 復 代 理 人 選 任 通 知 書 」 を 提 出 

⑤ 県 公 嘱 協 会 （ 又 は 同 復 代 理 人 ） が 業 務 に 着 手 

⑥ 県 公 嘱 協 会 が 「 業 務 完 了 届 出 書 」 及 び 成 果 品 を 提

出 

⑦ 地 方 局 が 成 果 品 を 検 収 し 、 「 業 務 確 認 調 書 」 を 作

成 

⑧ 県 公 嘱 協 会 が 登 記 業 務 委 託 料 に 係 る 請 求 書 を 提 出 

⑨ 地 方 局 が 登 記 業 務 委 託 料 を 支 払 

ウ  検 査 の 方 法 

検 査 は 、 運 用 基 準 に 示 さ れ た [ 検 証 ] の 方 法 に 基

づ き 、 成 果 品 の 種 別 及 び 数 量 を 確 認 す る ほ か 、 必 要

に 応 じ て 復 代 理 人 か ら の 聞 き 取 り 確 認 や 追 加 書 類 の

提 出 を 求 め る な ど に よ り 行 い 、 「 業 務 確 認 調 書 」 を

作 成 し て い る 。 

 

(2)  本 件 業 務 の 発 注 状 況 

ア  発 注 理 由 

中 予 局 建 設 部 は 、 本 件 業 務 の 発 注 理 由 と し て 、 松

山 外 環 状 道 路 改 築 工 事 の 起 業 地 に つ い て 、 地 図 訂 正

等 が 必 要 に な る こ と が 考 え ら れ る た め 、 法 務 局 と の

事 前 の 協 議 に 必 要 な 用 地 測 量 図 等 を 作 成 し 、 ひ い て

は 、 将 来 起 業 地 を 県 が 取 得 し た 場 合 に 登 記 を 行 う た

め と 説 明 し て い る 。 

イ  発 注 手 順 

(ア)  愛 媛 県 松 山 地 方 局 建 設 部 用 地 課 主 任 （ 以 下 「 主

任 」 と い う 。 ） は 、 平 成 19 年 ９ 月 ６ 日 、 愛 媛 県 松

山 地 方 局 建 設 部 用 地 課 長 の 決 裁 を 得 て 、 業 務 名
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（ 来 住 余 戸 線  地 方 道 路 交 付 金 工 事 ） 、 業 務 内 容

（ 境 界 確 認 等 ） 等 を 示 し た 「 登 記 業 務 依 頼 書 」

に 、 「 位 置 図 」 及 び 依 頼 筆 数 ５ 筆 分 の 「 土 地 登 記

事 項 証 明 書 」 （ 全 部 事 項 証 明 書 ） を 付 し て 、 本 件

業 務 に 係 る 見 積 り を 県 公 嘱 協 会 へ 依 頼 し て い る 。 

(イ)  県 公 嘱 協 会 は 、 平 成 19 年 ９ 月 10 日 、 業 務 の 内 容

を 見 積 り し た 「 登 記 業 務 内 容 見 積 書 」 を 愛 媛 県 松

山 地 方 局 建 設 部 用 地 課 （ 以 下 「 松 局 用 地 課 」 と い

う 。 ） に 提 出 し 、 主 任 は 、 愛 媛 県 松 山 地 方 局 建 設

部 長 （ 以 下 「 松 局 建 設 部 長 」 と い う 。 ） の 決 裁 を

得 て 、 同 日 付 け で 、 「 登 記 業 務 発 注 書 」 に よ り 、

履 行 期 限 、 委 託 内 容 を 記 載 し 、 本 件 業 務 を 県 公 嘱

協 会 へ 発 注 し て い る 。 

な お 、 登 記 事 務 委 託 契 約 書 の 登 記 業 務 共 通 仕 様

書 第 1 条 に 基 づ く 特 記 仕 様 書 ( 登 記 業 務 共 通 仕 様

書 に よ り 難 い 場 合 、 又 は こ れ に 定 め な い 事 項 に つ

い て 定 め る も の ) は 、 作 成 さ れ て い な い 。 

ウ  復 代 理 人 の 選 任 状 況 

登 記 事 務 委 託 業 務 に お い て は 、 県 公 嘱 協 会 が 復 代

理 人 を 選 任 す る こ と と さ れ て お り 、 本 件 業 務 に つ い

て 県 公 嘱 協 会 は 、 平 成 19 年 ９ 月 10 日 、 本 件 代 理 人 を

復 代 理 人 と す る ｢ 復 代 理 人 選 任 通 知 書 ｣ を 松 局 用 地

課 に 提 出 し 、 業 務 に 着 手 し て い る 。 

エ  発 注 内 容 

松 山 地 方 局 長 が 県 公 嘱 協 会 に 発 注 し た 業 務 の 内 容

は 、 

① 土 地 の 分 筆 （ 測 量 図 ２ 筆 、 分 筆 地 形 図 ・ 地 役 権 図

面 ２ 筆 ） 、 土 地 の 添 付 書 面 （ 現 地 調 査 書 ２ 通 ） 

② 資 料 調 査 （ 公 簿 類 12 筆 、 地 図 類 12 筆 、 疎 明 書 面 ２

件 ） 
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③ 地 図 訂 正 （ 地 図 訂 正 図 面 ２ 筆 、 地 図 訂 正 の た め の

現 地 調 査 ２ 筆 、 官 公 庁 調 査 １ 件 、 民 間 調 査 １ 件 ） 

④ 現 地 調 査 の 事 前 調 査 １ 件 、 現 地 調 査 の 筆 界 確 認

（ 画 地 調 整 ２ 区 画 、 画 地 調 整 加 算 ２ 区 画 ） 、 現 地

調 査 の 立 会 （ 民 有 地 境 界 立 会 の 立 会 ・ 確 認 ５ 点 、

公 共 用 地 境 界 立 会 の Ｃ ラ ン ク ６ 点 ） 

⑤ 測 量 業 務 の 面 積 測 量 （ 地 積3,000㎡ 以 下 １ 件 ） 、 測

量 業 務 の 境 界 標 設 置 （ 境 界 標 埋 設 15 点 、 引 照 点 測

量 ３ 点 ） 

⑥ 材 料 の 境 界 標 （ 調 査 士 会 標 （ ア ル ミ プ レ ー ト ） ８

枚 、 プ ラ ス チ ッ ク 杭 ２ 本 ） と な っ て お り 、 

こ れ ら の 委 託 料 は 、 ① 32,300 円 、 ② 23,640 円 、 ③

83,160 円 、 ④ 442,850 円 、 ⑤ 307,370 円 に 消 費 税 及 び 地

方 消 費 税 44,466 円 、 ⑥ 4,600円 を 加 算 し た 合 計 938,386

円 と な っ て い る 。 

な お 、 本 件 業 務 に お い て 求 め る 成 果 品 の 記 載 は な

さ れ て い な い 。 

オ  変 更 発 注 に 至 る 経 緯 

県 公 嘱 協 会 か ら 、 境 界 確 認 に つ い て 関 係 者 の 合 意

を 得 ら れ な い 部 分 が あ る こ と か ら 、 業 務 の 一 部 が 遂

行 で き な く な っ た と し て 、 平 成 19 年 11 月 29 日 、 「 登

記 業 務 内 容 見 積 書 ( 再 ) 」 の 提 出 が あ り 、 主 任 は 内

容 を 確 認 の う え 、 松 局 建 設 部 長 の 決 裁 を 得 て 、 同

日 、 変 更 発 注 を し て い る 。 

カ  変 更 後 の 発 注 内 容 

変 更 後 の 発 注 内 容 に つ い て は 、 発 注 目 的 の 変 更 は

な く 、 境 界 確 認 が 不 調 と な る ま で に 本 件 代 理 人 が 業

務 を 行 っ た 内 容 及 び 業 務 量 に つ い て 、 再 提 出 さ れ た

見 積 書 に よ り 確 認 し 変 更 し て お り 、 そ の 具 体 的 な 業

務 内 容 は 、 
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① 資 料 調 査 （ 公 簿 類 17 筆 、 地 図 類 17 筆 、 図 面 類 ４

筆 、 疎 明 書 面 ３ 件 ） 

② 地 図 訂 正 （ 官 公 庁 調 査 １ 件 、 民 間 調 査 ２ 件 ） 

③ 現 地 調 査 の 事 前 調 査 １ 件 、 現 地 調 査 の 立 会 （ 民 有

地 境 界 立 会 の 立 会 ・ 確 認 ４ 点 、 公 共 用 地 境 界 立 会

の Ａ ラ ン ク 16 点 ） 

④ 測 量 業 務 の 面 積 測 量 ( 地 積4,000㎡ 以 下 1 件 )  

⑤ そ の 他 の 丈 量 図 （ 帯 図 ） 作 成1,000㎡ 1 件 

⑥ 書 類 の 作 成 等 の 文 案 を 要 す る も の １ 通 と な っ て お

り 、 

こ れ ら の 委 託 料 は 、 ① 40,400 円 、 ② 79,230 円 、 ③

152,956 円 、 ④ 154,530 円 、 ⑤ 19,880 円 、 ⑥3,610円 に 消

費 税 及 び 地 方 消 費 税 22,530 円 を 加 算 し た 合 計 473,136

円 に 変 更 と な っ て い る 。 

 

(3)  業 務 の 完 了 

本 件 業 務 を 完 了 し た 県 公 嘱 協 会 は 、 平 成 19 年 11 月 30

日 付 け で 、 「 業 務 完 了 届 出 書 」 に 成 果 品 を 添 え て 松 山

地 方 局 長 に 提 出 し て い る 。 

 

(4)  本 件 業 務 の 検 査 状 況 

「 業 務 完 了 届 出 書 」 の 提 出 を 受 け た 愛 媛 県 松 山 地 方

局 建 設 部 用 地 課 担 当 係 長 及 び 主 任 （ 以 下 「 検 査 担 当

者 」 と い う 。 ） は 、 同 日 、 次 の と お り 検 査 を 行 い 、 当

該 届 出 書 の 内 容 が 発 注 内 容 と 相 違 な い こ と を 確 認 し 、

愛 媛 県 会 計 規 則 （ 昭 和 45 年 愛 媛 県 規 則 第 18 号 ） 第 164

条 に 基 づ く 検 査 調 書 に 相 当 す る 「 業 務 確 認 調 書 」 を 作

成 し 、 松 局 建 設 部 長 の 決 裁 を 得 て い る 。 

ア  資 料 調 査 

(ア)  公 簿 類 17 筆 
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「 業 務 完 了 届 出 書 」 に 添 付 さ れ た 「 土 地 登 記 事

項 証 明 書 」 （ 全 部 事 項 証 明 書 ） は 、 起 業 地 の 取 得

に 伴 う 地 図 訂 正 等 に 必 要 な 隣 接 地 等 17 筆 分 で あ

り 、 委 託 内 容 に 相 違 な い こ と が 確 認 さ れ て い る 。 

(イ)  地 図 類 17 筆 

「 業 務 完 了 届 出 書 」 に 添 付 さ れ た 「 地 図 に 準 ず

る 図 面 」 （ 写 し ） に 記 載 さ れ た 筆 の 数 量 及 び 内 容

は 、 委 託 し た 数 量 及 び 内 容 に 相 違 な い こ と が 確 認

さ れ て い る 。 

な お 、 運 用 基 準 に よ れ ば 、 成 果 品 に 添 付 さ れ た

地 図 類 に 、 適 用 し た 筆 の 地 番 に 印 を 付 さ れ た も の

に よ り 検 証 す る こ と と さ れ て お り 、 添 付 さ れ た 地

図 に は 対 象 17 筆 の 印 が 付 さ れ て い な か っ た が 、 検

査 担 当 者 は 、 本 件 代 理 人 か ら の 聞 き 取 り 確 認 を

行 っ て 、 「 土 地 登 記 事 項 証 明 書 」 （ 全 部 事 項 証 明

書 ） の 地 番 と 照 合 し 、 内 容 が 相 違 な い こ と を 確 認

し た と し て い る 。 

(ウ)  図 面 類 ４ 筆 

「 業 務 完 了 届 出 書 」 に 添 付 さ れ た 「 地 積 測 量

図 」 （ 写 し ） は 、 ４ 枚 で あ り 、 委 託 し た 数 量 及 び

内 容 に 相 違 な い こ と が 確 認 さ れ て い る 。 

な お 、 運 用 基 準 に よ れ ば 、 計 上 単 位 が １ 筆 当 た

り の た め 、 対 象 は ５ 筆 と な る が 、 う ち ２ 筆 分 は １

枚 の 「 地 積 測 量 図 」 で 表 さ れ て い る た め 、 １ の 図

面 と し て 計 上 さ れ て い る 。 

(エ)  疎 明 書 面 ３ 件 

本 件 代 理 人 が 関 係 土 地 の 整 合 性 を 確 認 す る た め

の 疎 明 書 面 （ 隣 接 境 界 線 証 明 書 等 事 実 関 係 を 証 す

る 書 面 ） ３ 件 は 、 県 が 保 有 す る 図 面 を 貸 与 し て

行 っ て い る こ と が 確 認 さ れ て い る 。 
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な お 、 運 用 基 準 に よ れ ば 、 資 料 調 査 に お け る 疎

明 書 面 の 作 業 項 目 は 、 「 貸 与 図 書 受 領 書 」 に よ り

検 証 す る こ と と さ れ て お り 、 本 件 業 務 に お い て は

こ れ が 作 成 さ れ て い な い が 、 検 査 担 当 者 は 、 本 件

代 理 人 が 作 成 し た 「 作 業 日 誌 」 に 貸 与 図 書 の 受 領

及 び 返 還 に 関 す る 記 載 が あ る こ と を も っ て 確 認 し

た と し て い る 。 

イ  地 図 訂 正 

(ア)  官 公 庁 調 査 １ 件 

「 業 務 完 了 届 出 書 」 に 添 付 さ れ た 「 報 告 書 」 及

び 本 件 代 理 人 の 「 作 業 日 誌 」 に よ り 、 松 山 市 管 財

課 職 員 と １ 回 協 議 し て い る こ と が 確 認 さ れ て い

る 。 

な お 、 運 用 基 準 に よ れ ば 、 成 果 品 に 添 付 さ れ た

「 官 公 庁 調 査 記 録 」 に よ り 検 証 す る こ と と さ れ て

お り 、 当 該 記 録 は 添 付 さ れ て い な い が 、 検 査 担 当

者 は 、 「 報 告 書 」 及 び 「 作 業 日 誌 」 に 「 官 公 庁 調

査 記 録 」 に 相 当 す る 記 載 が あ る こ と を も っ て 確 認

し た と し て い る 。 

(イ)  民 間 調 査 ２ 件 

「 業 務 完 了 届 出 書 」 に 添 付 さ れ た 「 報 告 書 」 及

び 本 件 代 理 人 の 「 作 業 日 誌 」 に よ り 、 乙 に 対 す る

意 見 聴 取 を １ 回 、 丙 に 対 す る 意 見 聴 取 を １ 回 、 合

計 ２ 回 行 っ て い る こ と が 確 認 さ れ て い る 。 

な お 、 運 用 基 準 に よ れ ば 、 成 果 品 に 添 付 さ れ た

「 民 間 調 査 記 録 」 に よ り 検 証 す る こ と と さ れ て お

り 、 当 該 記 録 は 添 付 さ れ て い な い が 、 検 査 担 当 者

は 、 「 報 告 書 」 及 び 「 作 業 日 誌 」 に 「 民 間 調 査 記

録 」 に 相 当 す る 記 載 が あ る こ と を も っ て 確 認 し た

と し て い る 。 
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ウ  現 地 調 査 

(ア)  事 前 調 査 １ 件 

「 業 務 完 了 届 出 書 」 に 添 付 さ れ た 収 集 資 料 及 び

本 件 代 理 人 が 作 成 し た 「 作 業 日 誌 」 に よ り 、 業 務

実 績 が 委 託 内 容 に 相 違 な い こ と が 確 認 さ れ て い

る 。 

な お 、 運 用 基 準 に よ れ ば 、 成 果 品 に 添 付 さ れ た

「 事 前 調 査 報 告 書 」 に よ り 検 証 す る こ と と さ れ て

お り 、 当 該 記 録 は 添 付 さ れ て い な い が 、 検 査 担 当

者 は 、 「 作 業 日 誌 」 に 「 事 前 調 査 報 告 書 」 に 相 当

す る 記 載 が あ る こ と を も っ て 確 認 し た と し て い

る 。 

(イ)  立 会 

ａ  民 有 地 境 界 立 会 ( 立 会 ・ 確 認 ) ４ 点 

「 業 務 完 了 届 出 書 」 に 添 付 さ れ た 「 報 告 書 」

に よ り 、 県 が 取 得 し よ う と す る ２ 筆 の 土 地 の 間

の 筆 界 点 ４ 点 が 、 成 果 品 と し て 提 出 さ れ た 「 検

討 丈 量 図 」 の 筆 界 点 の ４ 点 と 一 致 し 、 か つ 、 こ

の ４ 点 に つ い て 当 該 土 地 所 有 者 の 合 意 が 得 ら れ

た こ と が 、 立 会 し た 職 員 に よ り 確 認 さ れ た と し

て い る 。 

な お 、 運 用 基 準 に よ れ ば 、 成 果 品 に 添 付 さ れ

た 立 会 者 の 署 名 の 「 確 認 書 」 に よ り 検 証 す る こ

と と さ れ て い る が 、 境 界 確 認 に つ い て 関 係 者 の

合 意 を 得 ら れ な い 部 分 が あ る こ と か ら 、 「 確 認

書 」 は 作 成 さ れ て い な い 。 

ｂ  公 共 用 地 境 界 立 会 （ Ａ ラ ン ク ） 16 点 

「 業 務 完 了 届 出 書 」 に 添 付 さ れ た 「 検 討 丈 量

図 」 に お い て 、 県 が 取 得 し よ う と す る 土 地 ２ 筆

の 東 側 及 び 北 側 に 47 の 筆 界 点 を 設 け 当 該 図 面 を
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作 成 し て お り 、 委 託 し た 筆 界 点 16 点 を 上 回 っ て

い る こ と が 確 認 さ れ て い る 。 

な お 、 運 用 基 準 に よ れ ば 、 計 上 単 位 が 筆 界 点

１ 点 当 た り の た め 、 対 象 は 47 点 と な る が 、 対 象

地 に お い て 多 数 の 境 界 点 が 存 在 し て お り 、 こ れ

を す べ て 実 績 と し て 計 上 す る こ と は 妥 当 で な い

と の 判 断 か ら 、 １ 筆 ８ 点 と し て 計 上 さ れ て い

る 。 

エ  測 量 業 務 の 面 積 測 量 （ 地 積4,000㎡ 以 下 ） １ 件 

運 用 基 準 に よ れ ば 、 測 量 原 図 の 作 成 を 含 む 土 地 の

面 積 測 量 は 、 座 標 法 を 原 則 と し 、 成 果 品 に 添 付 さ れ

た 求 積 図 に よ り 検 証 す る こ と と さ れ て い る が 、 境 界

が 確 定 で き な か っ た た め 、 一 部 乙 及 び 丙 の 主 張 に 基

づ く 座 標 を 使 用 し て 対 象 面 積 （ 3,781.87 ㎡ ） を 求 積

し 、 「 検 討 丈 量 図 」 を 作 成 し た こ と が 、 本 件 代 理 人

が 提 出 し た 同 図 や 立 会 し た 職 員 に よ り 確 認 さ れ た と

し て い る 。 

オ  そ の 他 の 丈 量 図 （ 帯 図 ） 作 成 １ 件 

前 記 エ の 地 積 測 量 に よ っ て 作 成 さ れ た 「 検 討 丈 量

図 」 が 、 丈 量 図 （ 帯 図 ） に 相 当 す る と し て 確 認 さ れ

て い る 。 

な お 、 運 用 基 準 に よ れ ば 、 そ の 他 の 丈 量 図 は 、 起

業 地 に 係 る 土 地 の 登 記 簿 地 積 （ 元 地 面 積 ） を 合 計

し 、1,000㎡ 当 た り を １ 件 と し て 計 上 す る こ と と さ れ

て お り 、 対 象 は2,300㎡ で あ る の で ２ 件 の 計 上 と な る

が 、 前 記 エ の と お り 「 検 討 丈 量 図 」 を 成 果 と し て 収

め た こ と か ら 、 実 績 を １ 件 と し て 計 上 さ れ て い る 。 

カ  書 類 の 作 成 等 の 文 案 を 要 す る も の １ 通 

「 業 務 完 了 届 出 書 」 に 添 付 さ れ た 「 報 告 書 」 が こ

れ に 相 当 す る と し て 、 実 績 数 量 に 相 違 な い こ と が 確
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認 さ れ て い る 。 

 

(5)  本 件 業 務 に 係 る 支 出 の 状 況 

平 成 19 年 12 月 ７ 日 付 け で 、 県 公 嘱 協 会 か ら 松 山 地 方

局 長 に 対 し 本 件 業 務 に 係 る 請 求 書 の 提 出 が あ り 、 愛 媛

県 会 計 規 則 第 37 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 同 日 、 支 出

負 担 行 為 と し て 整 理 さ れ 、 同 月 21 日 に 県 公 嘱 協 会 に 対

し 、 473,136 円 が 支 出 さ れ て い る 。 

 

２  決 定 の 理 由 

  前 記 第 ３ の １ の 認 定 事 実 に 基 づ き 、 主 文 の と お り 決 定

し た 理 由 は 、 以 下 の と お り で あ る 。 

 

(1)  「 資 料 調 査 の 地 図 類 の 17 件 」 に 係 る 委 託 料 12,070 円

全 額 が 不 当 な 支 出 で あ る と の 点 に つ い て 

「 資 料 調 査 の 地 図 類 」 は 、 前 記 第 ３ の １(4) ア (イ) で 述

べ た と お り 、 提 出 の あ っ た 地 図 に は 対 象 と な っ た 17 筆

の 印 が な か っ た も の の 、 別 に 提 出 の あ っ た 「 土 地 登 記

事 項 証 明 書 」 （ 全 部 事 項 証 明 書 ） の 地 番 と 照 合 し て お

り 、 内 容 が 相 違 な い こ と が 認 め ら れ た 。 

し た が っ て 、 委 託 料 12,070 円 の 支 出 は 不 当 と は い え

な い 。 

 

(2)  「 資 料 調 査 の 疎 明 書 面 の ３ 件 」 に 係 る 委 託 料9,900円

全 額 が 不 当 な 支 出 で あ る と の 点 に つ い て 

「 資 料 調 査 の 疎 明 書 面 」 は 、 前 記 第 ３ の １(4) ア (エ) で

述 べ た と お り 、 「 貸 与 図 書 受 領 書 」 が 提 出 さ れ て い な

い も の の 、 本 件 代 理 人 が 作 成 し た 「 作 業 日 誌 」 に お い

て 、 貸 与 図 書 の 受 領 及 び 返 還 に 関 す る 記 載 が あ る こ

と 、 当 該 貸 与 図 書 に 相 当 す る 隣 接 境 界 線 証 明 書 等 事 実
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関 係 を 証 す る 書 面 の 現 物 が ３ 件 存 在 す る こ と に よ り 、

委 託 さ れ た 業 務 が 実 施 さ れ た こ と が 認 め ら れ た 。 

し た が っ て 、 委 託 料9,900円 の 支 出 は 不 当 と は い え な

い 。 

 

(3)  「 現 地 調 査 の 事 前 調 査 の １ 件 」 に 係 る 委 託 料 26,410

円 全 額 が 不 当 な 支 出 で あ る と の 点 に つ い て 

「 現 地 調 査 の 事 前 調 査 」 は 、 前 記 第 ３ の １(4) ウ (ア) で

述 べ た と お り 、 「 事 前 調 査 報 告 書 」 が 提 出 さ れ て い な

い も の の 、 成 果 品 に 添 付 さ れ た 収 集 資 料 及 び 本 件 代 理

人 の 「 作 業 日 誌 」 に 「 事 前 調 査 報 告 書 」 に 相 当 す る 記

載 が あ る こ と に よ り 、 委 託 さ れ た 業 務 が 実 施 さ れ た こ

と が 認 め ら れ た 。 

し た が っ て 、 委 託 料 26,410 円 の 支 出 は 不 当 と は い え

な い 。 

 

(4)  「 現 地 調 査 の 立 会 の 民 有 地 境 界 立 会 の ４ 点 」 に 係 る

委 託 料 20,706 円 全 額 が 不 当 な 支 出 で あ る と の 点 に つ い

て 

「 現 地 調 査 の 立 会 の 民 有 地 境 界 立 会 ( 立 会 ・ 確

認 ) 」 は 、 前 記 第 ３ の １(4) ウ (ｲ) で 述 べ た と お り 、 取 得

予 定 地 を 含 む 筆 全 体 の 土 地 の 境 界 が 確 定 で き て い な い

た め 、 「 確 認 書 」 は 提 出 さ れ て い な い が 、 提 出 の あ っ

た 「 報 告 書 」 に よ り 、 県 が 取 得 し よ う と す る ２ 筆 の 土

地 の 間 の 筆 界 点 ４ 点 が 、 成 果 品 と し て 提 出 さ れ た 「 検

討 丈 量 図 」 の 筆 界 点 の ４ 点 と 一 致 し 、 か つ 、 こ の ４ 点

に つ い て 当 該 土 地 所 有 者 の 合 意 が 得 ら れ た こ と が 、 立

会 し た 職 員 に よ り 確 認 さ れ た と し て い る の で 、 委 託 料

積 算 の 対 象 と す る ４ 点 の 筆 界 点 を 確 定 す る た め の 立 会

は 行 わ れ た も の と 認 め ら れ た 。 
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し た が っ て 、 委 託 料 20,706 円 の 支 出 は 不 当 と は い え

な い 。 

 

(5)  「 測 量 業 務 の 面 積 測 量 」 に 係 る 検 討 丈 量 図 は 、 概 測

図 で あ る か ら 、 単 価 は ２ 分 の １ で あ り 、 積 算 額 の う

ち 、 77,265 円 は 不 当 な 支 出 で あ る と の 点 に つ い て 

運 用 基 準 に よ れ ば 、 測 量 業 務 の う ち 「 面 積 測 量 」 業

務 は 、 「 座 標 法 を 原 則 と し て 各 面 積 区 分 ご と に 各 単 価

を 計 上 し 」 と 定 め 、 「 成 果 品 に 添 付 さ れ た 求 積 図 に よ

り 検 証 す る 」 こ と と さ れ て い る 。 

受 託 者 か ら 提 出 さ れ た 「 検 討 丈 量 図 」 は 、 境 界 確 認

が 不 調 に 終 わ り 、 確 定 座 標 に 基 づ き 作 成 さ れ た も の で

は な い た め 、 登 記 に 使 用 で き る 図 面 で あ る と は 言 い 難

い も の の 、 現 地 に お い て 運 用 基 準 に 定 め る 座 標 法 に よ

り 座 標 値 を 公 共 基 準 点 か ら 計 算 し て 測 量 し て 作 成 さ れ

た も の で あ り 、 測 量 手 法 及 び 測 量 業 務 の 稼 働 自 体 に つ

い て は 、 実 績 に 基 づ く 検 証 が な さ れ た も の と 認 め ら れ

る 。 

ま た 、 運 用 基 準 に お い て 、 「 地 図 訂 正 等 の た め の 概

測 図 の 作 成 に つ い て は 、 上 記 単 価 の ２ 分 の １ と す る 」

と 定 め ら れ て い る と こ ろ 、 今 回 作 成 さ れ た 「 検 討 丈 量

図 」 が 概 測 図 に 当 た る か 否 か に つ い て み る と 、 概 測 図

と は 、 運 用 基 準 に お い て 明 確 な 定 義 は 示 さ れ て い な い

が 、 実 務 に お い て 、 「 地 図 訂 正 に 使 用 す る た め に 大 ま

か な 点 （ 「 座 標 」 に 相 当 ） を 押 さ え 、 概 算 値 と し て 算

定 し た 面 積 を 表 示 し た 図 面 」 と し て 実 体 的 運 用 が な さ

れ て い る 。 

し か る に 、 発 注 者 で あ る 松 山 地 方 局 長 が 県 公 嘱 協 会

に 対 し て 、 登 記 に 使 用 す る た め の 図 面 と し て 、 座 標 法

に よ る 座 標 値 を 用 い て 面 積 測 量 を 行 う こ と と し て 当 該



 18 

業 務 を 発 注 し 、 か つ 、 対 象 と す る ５ 筆 の 土 地 に つ い て

関 係 権 利 者 の 同 意 が 得 ら れ な か っ た が 故 に 一 部 に つ い

て 確 定 座 標 を 得 る に 至 ら ず 、 そ の 結 果 と し て 丈 量 図 と

し て 認 め 得 る 図 面 を 受 託 者 か ら 受 領 し 得 な か っ た と し

て も 、 そ の 「 検 討 丈 量 図 」 を も っ て 委 託 業 務 が 遂 行 さ

れ た も の と 検 証 し 、 委 託 料 を 支 出 し た こ と を 不 当 と ま

で い う に は 至 ら な い 。 

 

(6)  「 そ の 他 の 丈 量 図 （ 帯 図 ） の 作 成 」 は 、 概 測 図 に 相

当 す る の で 、 単 価 は ２ 分 の １ で あ り 、 積 算 額 の う ち 、

9,940円 は 不 当 な 支 出 で あ る と の 点 に つ い て 

「 そ の 他 の 丈 量 図 （ 帯 図 ） の 作 成 」 は 、 前 記 第 ３ の

１(4) オ で 述 べ た と お り 、 提 出 の あ っ た 「 検 討 丈 量 図 」

を も っ て 確 認 さ れ て お り 、 当 該 委 託 料 の 支 出 が 不 当 で

あ る か ど う か に つ い て は 、 前 記(5) で 述 べ た と お り で あ

る 。 

 

(7)  つ ま る と こ ろ 、 前 記(1) か ら(6) ま で の 請 求 人 の 主 張

は 、 運 用 基 準 に 定 め ら れ た 成 果 品 が 提 出 さ れ て い な

い 、 あ る い は 検 収 方 法 が 採 ら れ て い な い と い う 外 形 的

事 実 を も っ て 、 支 出 を 不 当 と す る も の で あ る が 、 そ れ

ぞ れ の 項 目 に つ い て 、 松 山 地 方 局 長 が 発 注 し た 個 別 具

体 の 業 務 は 、 す べ て 目 的 達 成 な い し そ れ と 同 一 視 で き

る 程 度 に 遂 行 さ れ て い る こ と が 確 認 さ れ た の で 、 委 託

料 を 支 出 し た こ と は 相 当 と 認 め る こ と が で き る 。 

 

(8)  そ の 他 の 項 目 に 係 る 委 託 料 の 支 出 に つ い て 

請 求 人 が 主 張 す る 前 記(1) か ら(6) ま で の 項 目 以 外 に つ

い て も 、 前 記 第 ３ の １(4) で 述 べ た と お り 、 一 部 の 項 目

に お い て 、 運 用 基 準 に 定 め る 成 果 品 が 提 出 さ れ て お ら
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ず 、 本 件 代 理 人 の 「 作 業 日 誌 」 等 に よ り 検 証 し て い る

事 例 が あ る も の の 、 い ず れ の 項 目 も 業 務 遂 行 の 事 実 は

認 め ら れ 、 不 当 な 委 託 料 の 支 出 は 認 め ら れ な か っ た 。 

 

３  結 論 

以 上 の と お り 、 松 山 地 方 局 長 が 平 成 19 年 12 月 21 日 に 県

公 嘱 協 会 に 支 出 し た 本 件 業 務 に 係 る 委 託 料 に つ い て は 、

不 当 な 支 出 で あ る と は 認 め ら れ な い 。 

し た が っ て 、 松 山 地 方 局 長 が 平 成 19 年 12 月 21 日 に 県 公

嘱 協 会 に 支 出 し た 本 件 業 務 に 係 る 委 託 料 473,136 円 の う

ち 、 164,105 円 に つ い て は 不 当 な 支 出 で あ る か ら 、 知 事 が

愛 媛 県 に 返 還 す る 措 置 を 講 じ る よ う 求 め る 請 求 人 の 請 求

は 、 理 由 が な い 。 

よ っ て 、 主 文 の と お り 決 定 す る 。 

 

 

第 ４  意 見 

今 回 の 住 民 監 査 請 求 に 基 づ き 実 施 し た 監 査 に お い て は 、

次 の と お り 改 善 を 要 す る と 認 め ら れ る 点 が 見 受 け ら れ た の

で 、 意 見 と し て 付 記 す る 。 

 

１  松 山 地 方 局 が 県 公 嘱 協 会 に 委 託 し た 業 務 の 遂 行 過 程 に

お い て 、 必 要 な 業 務 の 内 容 が 明 確 に 指 示 さ れ ず 、 県 公 嘱

協 会 の 判 断 等 に 依 拠 し て 行 わ れ て い た と み ら れ る 点 や 、

運 用 基 準 に お い て 「 検 証 」 に 用 い る こ と と さ れ て い る 成

果 品 の 一 部 が 作 成 又 は 提 出 さ れ ず 、 ま た 提 出 す べ き こ と

を 県 公 嘱 協 会 に 明 示 し て い な い こ と が 見 受 け ら れ た 。 

業 務 発 注 者 に お い て は 、 委 託 す る 業 務 の 内 容 を 具 体 的

か つ 明 確 に 提 示 ・ 指 示 す る と と も に 、 運 用 基 準 に 基 づ く

検 証 が 確 実 に 実 施 さ れ る よ う 、 事 務 の 適 切 な 執 行 に 努 め
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ら れ た い 。 

 

２  さ ら に 、 運 用 基 準 に つ い て は 、 平 成 16 年 、 19 年 と 改 正

が 行 わ れ て い る も の の 、 監 査 の 過 程 で 、 記 載 誤 り 、 記 載

漏 れ 、 不 明 確 あ る い は 具 体 性 を 欠 く 点 が 散 見 さ れ た ほ

か 、 実 務 に お い て も 客 観 的 ・ 統 一 的 解 釈 に 基 づ く 運 用 が

図 ら れ て い な い な ど 、 不 用 ・ 不 当 な 支 出 を 生 じ か ね な い

事 務 取 扱 い 上 の 不 備 が 認 め ら れ た 。 

担 当 部 局 に お い て は 、 こ の 「 運 用 基 準 」 を は じ め 「 登

記 事 務 委 託 契 約 書 」 及 び こ れ に 係 る 「 仕 様 書 」 な ど の 整

合 性 を 改 め て 点 検 ・ 確 認 し 、 そ の 内 容 を 担 当 者 に 十 分 に

周 知 徹 底 す る こ と に よ り 、 当 該 業 務 が 適 確 に 執 行 さ れ る

よ う 改 善 を 期 待 す る 。 

 

 

   平 成 20 年 12 月 19 日 

 

           愛 媛 県 監 査 委 員  壺  内  紘  光 

              同     白  石  友  一 

              同     田  中  多 佳 子 

              同     明  比  昭  治 


